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 早いもので、もう１年が

過ぎようとしています。 

 感染症拡大の影響を受け

てから３年になります。 

 様々な制約を受ける中、

私たちは過ごしてきまし

た。そんな状況でも歩みを

止めず、知恵を絞り、工夫

を凝らし生活しています。     

 これからも明日に向かっ

て、進んでいきたいと思い

ます。 
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二
月
一
七
日
（
金
）
、
南
巨
摩
合

同
庁
舎
で
第
二
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
地
推
協
の
締

め
く
く
り
と
な
る
会
で
す
。 

 

会
の
冒
頭
、

山
本
純
司
会
長

が
、
「
今
回
が

ま
と
め
の
会
と

な
る
。
五
年
度

に
向
け
、
皆
様

か
ら
の
様
々
な

意
見
を
集
約
し

な
が
ら
次
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。
コ
ロ
ナ
の
三
年
を

経
て
、
新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て

い
く
か
と
思
う
。
良
い
も
の
は
変
え

ず
、
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

は
変
え
て
い
く
と
い
う
発
想
の
転
換

が
必
要
で
は
な
い
か
。
来
年
度
の
事

業
に
対
し
、
本
日
の
会
議
で
、
皆
様

か
ら
の
考
え
を
頂
け
れ
ば
良
い
と
思

う
」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

 

議
事
で
は
、
令
和
四
年
度
事
業
報

告
・
会
計
報
告
（
見
込
み
）
、
令
和

五
年
度
役
員
・
事
業
計
画
（
案
）
に

橋の路面も整備されました。

５月下旬完成予定です。 

 

つ
い
て
、
提
案

が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

理
事
か
ら
、

会
長
・
事
務
局

に
地
推
協
の
運

営
に
対
す
る
感

謝
と
と
も
に
、

「
か
け
は
し
号

外
は
、
欠
席
し
た
場
合
も
講
演
内
容

が
わ
か
る
も
の
だ
っ
た
。ま
た
学
習
会

も
一
回
減
っ
た
が
、
喫
緊
の
課
題
を

揃
え
て
頂
き
勉
強
に
な
っ
た
」と
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
課
題
に

つ
い
て
認
識
を
深
め
、共
有
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

来
年
度
も

関
係
団
体
・

地
域
の
皆
様

と
、
共
に
学
ぶ

場
を
計
画
し

て
い
き
ま
す
。

多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

  

 

一
月
二
五
日
（
水
）、
甲
州
市
民
文

化
会
館
に
お
い
て
「
山
梨
こ
と
ぶ
き

勧
学
院 

学
習

活
動
全
体
発
表

会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

こ
の
会
は
、

令
和
二
・
三
年

度
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で

中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、

三
年
ぶ
り
の
開
催
で
各
教
室
の
一
・

二
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

中
北
教
室
「
八
ヶ
岳
南
麓
の
湧
水

群
と
人
々
と
の
か
か
わ
り
」、
北
都
留

教
室
「
日
本
三
奇
橋
『
名
勝
猿
橋
』

に
迫
る
」、
甲
府
Ｂ
教
室
「
治
水
、
信

玄
堤
に
学
ぶ
」、
甲
府
Ａ
教
室
「
身
近

な
文
化
遺
産
を
知
る(

富
岡
家
住
宅
と

高
室
家
住
宅)

」、
南
都
留
教
室
「
南

都
留
地
区
の
御
神
楽
～
伝
統
の
継
承

～
」、
峡
南
教
室
「
市
川
三
郷
町
探
訪

～
来
て
、
観
て
、
知
っ
た 

市
川
三

郷
町
～
」
と
題
し
て
二
年
生
が
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
発
表
も

現
地
調
査
を
丁
寧
に
行
い
、
地
域
を

知
る
素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た
。 

 

峡
南
教
室
の
発
表
は
、
四
つ
の
班

の
活
動
実
践
を
「
地
場
産
業
」
「
伝

統
文
化
」
「
歴
史
」
「
特
産
品
」
に

ま
と
め
直
し
、
代
表
者
四
名
が
行
い

ま
し
た
。
発
表
の
ま
と
め
と
し
て
、

「
活
動
を
と
お
し
て
、
新
た
な
興
味

を
持
ち
、
疑
問
点
が
プ
チ
知
識
と
し

て
得
ら
れ
た
。
今
後
は
、
『
地
域
と

の
ふ
れ
あ
い
、
地
域
貢
献
』
と
い
う

視
点
で
活
動
発
表
に
結
び
つ
け
る
企

画
を
模
索
し
て
み
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。 

 

発
表
会
に
引
き
続
き
、
山
梨
を
拠

点
に
活
動
し
て

い
る
上
方
落
語

家
・
三
枝
亭
二

郎
氏
に
よ
る
特

別
公
演
会
「
伝

統
芸
能
落
語
を

学
ぶ
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
巧

み
な
話
芸
に
ひ

き
込
ま
れ
、
会

場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
、
身
も
心

も
温
ま
り
ま
し
た
。 

こ
と
ぶ
き
勧
学
院 

 

 
 
 

学
習
活
動
全
体
発
表
会 

 

遠藤賢地推協事務局長 

山本純司地推協会長 

TEL:0556-22-8154
http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html
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一
二
月
一
三
日
（
火
）
こ
と
ぶ
き
勧
学

院
峡
南
教
室
二
年
生
の
、
活
動
実
践
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
月
か
ら
話
し
合

い
を
進
め
て
、
四
つ
の
班
に
分
か
れ
て
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
全
体
テ
ー
マ

「
市
川
三
郷
町
探
訪
」
の
も
と
、
各
グ
ル

ー
プ
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
活
動
の
成
果

を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
「
学
習
活
動
全

体
発
表
会
」
で
は
、
今
回
の
活
動
成
果
を

ま
と
め
た
も
の
を
発
表
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

一
班
「
白
雲
山
平
塩
寺
と
夢
窓
国
師
」 

 

 

夢
窓
疎
石
は
、

鎌
倉
末
期
か
ら
室

町
初
期
の
臨
済
宗

の
禅
僧
・
作
庭

家
・
漢
詩
人
・
歌

人
で
す
。
伊
勢
源

氏
の
出
で
、
四
歳

の
時
に
一
族
に
紛

争
が
起
こ
り
、
甲

斐
に
移
り
ま
し

た
。 

 

平
塩
寺
は
、
市
川
三
郷
町
平
塩
岡
に
あ

る
甲
斐
源
氏
ゆ
か
り
の
寺
で
す
（
現
在
廃

寺
）
。
夢
窓
は
こ
こ
で
、
九
歳
か
ら
一
八

歳
ま
で
密
教
教
門
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の

後
、
教
外
別
伝
の
悟
道
に
入
り
、
五
〇
歳

ま
で
の
前
半
生
は
、
修
行
を
専
ら
と
し
自

利
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
後
七
七
歳
の
入

寂
ま
で
は
、
出
世
し
て
政
治
の
指
導
に
任

じ
社
会
強
化
に
尽
力
し
た
他
利
の
生
涯
で

し
た
。 

 

後
醍
醐
天
皇
始
め
、
七
人
よ
り
国
師
を

授
与
、
七
朝
帝
師
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。  

 

 

国
師
は
、
全
国
を
回
り
隠
棲
、
多
く
の

寺
を
開
山
し
、
自
然
景
勝
の
枯
山
水
庭
園

を
残
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
恵
林
寺

が
有
名
で
す
。
ま
た
古
長
禅
寺
は
、
木
造

夢
窓
国
師
座
像
が
残
る
、
伝
承
の
あ
る
寺

院
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

多
く
の
資
料
に
あ
た
る
と
共
に
、
平
塩

寺
跡
、
国
師
母
の
墓
、
宝
寿
院
、
龍
山
庵

跡
、
浄
居
寺
、
恵
林
寺
、
栖
雲
寺
な
ど
臨

地
研
修
を
行
っ
て
の
発
表
で
し
た
。   

二
班 

「
市
川
の
花
火
」  

 

黒
色
火
薬
を
使
う
花
火
の
歴
史
は
、
鉄

砲
と
火
薬
が
伝
来
し
た
一
五
四
三
年
以
後

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
、
花
火

師
、
狼
煙
衆
ら
が
研
究
を
進
め
、
発
展
し

て
い
き
ま
す
。
明
治
以
降
、
過
塩
素
酸
カ

リ
ウ
ム
が
輸
入
・
導
入
さ
れ
、
赤
や
緑
な

ど
の
色
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

市
川
大
門
の
花
火
は
、
武
田
時
代
の
狼

煙
が
始
ま
り
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
武

田
氏
滅
亡
後
も
徳
川
御
三
家
に
仕
え
、
多

い
と
き
は
三
〇
〇
軒
以
上
が
花
火
関
連
の

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

神
明
の
花
火
は
、
平
安
時
代
の
紙
す
き

名
人
を
た
た
え
た
神
明
社
に
由
来
し
ま

す
。
命
日
の
七
月
二
〇
日
に
盛
大
に
花
火

を
打
ち
上
げ
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で

す
。
元
禄
年
間
に

は
、
日
本
三
大
花

火
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
て
い
ま
し

た
。
一
時
途
絶
え

て
い
た
も
の
が
一

九
九
九
（
平
成

元
）
年
に
復
活
し

ま
し
た
。 

 

「
花
火
が
で
き
る
ま
で
」
「
花
火
玉
の

大
き
さ
」
「
見
学
後
の
感
想
」
「
花
火
師

の
感
想
」
「
花
火
師
Ｑ
＆
Ａ
」
に
つ
い
て

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。  

３
班 

「
市
川
代
官
所
」 

 

市
川
代
官
所

は
、
一
七
六
五

年
、
駿
府
紺
屋

町
陣
屋
の
出
張

陣
屋
と
し
て
設

置
さ
れ
、
一
七

九
五
年
に
正
式

に
本
陣
屋
と
な

り
ま
し
た
。
そ

の
後
統
廃
合
を

経
て
、
甲
斐
国
の
幕
領
は
三
分
割
さ
れ
、

甲
府
、
石
和
、
市
川
の
三
分
代
官
が
幕
末

ま
で
続
き
ま
し
た
。 

 

地
方
（
じ
か
た
）
と
よ
ば
れ
る
年
貢
徴

収
、
民
生
一
般
事
務
、
公
事
方
で
あ
る
警

察
、
裁
判
事
務
な
ど
が
職
務
で
し
た
。 

 

市
川
代
官
所
が
設
置
さ
れ
た
明
和
年
間

か
ら
明
治
に
至
る
一
〇
四
年
間
に
、
二
三

人
の
代
官
が
就
任
し
て
い
ま
す
。
村
民
に

慕
わ
れ
た
荒
井
清
兵
衛
顕
道
は
じ
め
、
四

名
の
代
表
的
な
代
官
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。 

 
明
治
二
年
の
代
官
所
廃
止
以
降
、
御
陣

屋
の
地
は
、
役
所
、
小
学
校
、
図
書
館
な

ど
行
政
・
教
育
・
学
術
の
中
心
地
と
し
て

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
現
存
す
る
御
陣

屋
門
は
、
代
官
所
の
貴
重
な
遺
構
と
し

て
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
文
化
財
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

発
表
で
は
、
現
存
す
る
遺
構
を
臨
地
研

修
し
た
様
子
が
、
写
真
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
花
火
作
り
の
隆
盛
と
代
官
所

の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

４
班
「
こ
ん
な
所
に
も
寄
っ
て
っ
て 

 
 
 
 
 
 

見
ろ
し
市
川
三
郷
町 

」 

「
も
っ
と
知
ろ
う
市
川
三
郷
町
」
を
合

い
言
葉
に
、
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

取
り
組
み
ま
し
た
。 

○
地
場
産
業
「
六
郷
の
ハ
ン
コ
」 

ハ
ン
コ
産
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
経
過

や
、
「
日
本
一
の
ハ
ン
コ
の
里
」
と
呼
ば

れ
る
由
縁
（
印
章
に
関
わ
る
要
素
の
全
て

が
こ
の
地
で
ま
か
な
え
る
こ
と
、
今
で
も

全
国
の
六
割
以
上
の
生
産
量
を
占
め
る
こ

と
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

○
伝
統
文
化 

 
 

 
 

「
市
川
團
十
郎
と
の
関
わ
り
」 

初
代
團
十
郎
の
家
系
（
堀
越
家
）
は
武

田
家
家
臣
で
、
旧
三
珠
町
に
居
住
し
て
い

ま
し
た
。 

市
川
家
の
三
桝
家
紋
は
、
信
玄
枡
に
由

来
し
、
堀
越
家
の
家
紋
、
杏
葉
牡
丹
に
ち

な
み
、
歌
舞
伎
公
園
に
牡
丹
が
植
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

○
癒
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
西
光
寺
の
座
禅
」 

訪
問
し
た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ

ナ
禍
で
休
会
中
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

○
特
産
品
「
あ
ん
び
ん
」 

小
麦
粉
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
粉
、
サ
ツ
マ

イ
モ
等
を
練
っ
た
生

地
で
あ
ん
を
包
み
、

ビ
ン
タ
す
る
よ
う
に

叩
い
て
形
作
り
を
す

る
こ
と
が
、
名
前
の

由
来
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。 

こ
と
ぶ
き
勧
学
院 

 

峡
南
教
室 

２
年
実
践
発
表
会 
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学
校
と
地
域
が
連
携
し
、
特
色
あ
る
豊

か
な
学
習
活
動
が
峡
南
地
域
の
各
校
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

学
習
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

は
、
地
域
へ
の
理
解
や
、
実
生
活
に
基
づ

い
た
幅
広
い
知
識
・
能
力
を
育
ん
で
い
ま

す
。
地
域
に
と
っ
て
も
、
教
育
資
源
の
活

用
、
将
来
の
担
い
手
育
成
に
繋
が
る
と
い

っ
た
相
乗
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。 

 

今
回
は
、
身
延
高
校
・
身
延
山
高
校
・

わ
か
ば
支
援
学
校
ふ
じ
か
わ
分
校
か
ら
お

寄
せ
頂
い
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。  

 

身
延
高
校 

 

身
延
高
校
「
高
大
連
携
講
座
」
は
山
梨

県
立
大
学
と
連
携
し
て
、
「
地
域
活
性

化
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
歴
史
や
自
然
の
観
光
資
源
に
着
目

し
、
身
延
の
歴
史
的
な
文
化
遺
産
で
あ

る
、
古
道
「
み
の
ぶ
道
」
の
活
用
を
町
に

提
案
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、

「
観
光
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
五
月
末
に
は
身
延
町
役
場

生
涯
学
習
課
主
催
の
「
み
の
ぶ
道
を
歩
こ

う
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し

た
。
み
の
ぶ
道
に
関

係
す
る
歴
史
や
伝
説

に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
久
遠
寺
三
門
か

ら
大
本
堂
裏
ま
で
徒

歩
で
登
り
ま
し
た
。

み
の
ぶ
道
は
静
岡
県

興
津
か
ら
甲
府
市
の

平
和
通
り
ま
で
続
く

古
道
で
す
。
大
変
険
し
い
山
道
を
散
策
し

な
け
れ
ば
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
文
化

財
に
出
会
え
た
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。  

 

ま
た
今
年
度
は
「
観
光
活
性
化
」
を
軸

に
、
「
歴
史
班
」
「
宿
泊
・
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
移
住
促
進
班
」
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
ー
班
」
「
情
報
発
信
班
」
の
四
班
に
分

か
れ
、
身
延
町
下
部
地
域
の
観
光
分
野
の

研
究
を
深
め
て
い
ま
す
。
下
部
地
域
に
は

温
泉
を
は
じ
め
、
県
外
に
も
広
く
発
信
で

き
る
様
々
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
十
二
月

に
は
、
旧
下
部
中
学
校
で
開
催
さ
れ
た

「
校
庭
キ
ャ
ン
プ
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
見
学

し
、
主
催
さ
れ
た
五
条
ヶ
丘
活
性
化
推
進

協
議
会
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し

た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
取
材
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、
地
域
の
様
々
な
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
下
部
地
域
や

身
延
町
の
魅
力
を
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
高
校
生
が
発
信
源
に
な

り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
実
践
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。 

身
延
山
高
校 

 

身
延
山
高
校
で
は
様
々
な
場
面
で
地
域

と
の
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。
本
年

度
行
っ
た
地
域
連
携
の
一
端
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

○
身
延
中
学
校
で
の 

 
 

ド
イ
ツ
の
紹
介
・
ド
イ
ツ
語
講
座 

 

令
和
五
年
一
月
一
三
日
（
金
）
、
身
延

中
学
校
の
二
年
生
に
出
張
授
業
を
行
い
ま

し
た
。
講
師
は
九
月
か
ら
本
校
に
来
て
い

る
留
学
生
が
務
め
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
文

化
や
自
然
、
サ
ッ
カ
ー
、
産
業
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
な
ど
の
内
容
を
日
本
語
で
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
ド
イ
ツ
語
を
、
ク
イ
ズ
を
使
っ

て
中
学
生
と
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
上
手

に
教
え
て
い
ま
し
た
。 

○
小
・
中
学
校
で
の
手
話
教
室 

 

身
延
山
高
校
の
手

話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
部
は
毎
年
県
内

外
の
小
中
学
校
や
施

設
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
手
話
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手

話
の
普
及
を
目
的
と

し
て
、
手
話
教
室
で

は
手
話
ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
り
、
手
話

歌
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
一
緒
に
手
を
動

か
し
て
も
ら
っ
た
り
と
楽
し
く
手
話
が
学

べ
る
よ
う
毎
回
生
徒
た
ち
が
内
容
を
工
夫

し
て
い
ま
す
。
峡
南
地
域
で
は
今
年
度
、

睦
合
小
学
校
や
栄
小
学
校
、
身
延
中
学
校

等
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

本
校
で
は
他
に
も
雅
楽
部
に
よ
る
幼

保
・
小
・
中
へ
の
出
張
教
室
や
町
内
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た 

「
利
他
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
活
動
」
と
し

て
み
の
ぶ
荘
清
掃
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活

動
、
来
年
度
か
ら
は
ユ
ニ
ク
ロ
と
の
「
服

の
チ
カ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
る
予

定
で
す
。 

わ
か
ば
支
援
学
校 

ふ
じ
か
わ
分
校  

 

わ
か
ば
支
援
学
校
ふ
じ
か
わ
分
校
で

は
、
中
部
区
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆

様
に
ご
来
校
い
た
だ
き
、
学
校
の
畑
で
、

小
学
部
児
童
十
一
名
と
、
春
に
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
植
え
を
、
秋
に
は
そ
の
サ
ツ
マ
イ

モ
の
芋
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。
芋
作
り
に

か
け
て
は
大
ベ
テ
ラ
ン
の
地
域
の
皆
様
か

ら
、
ま
ず
は
畑
の
畝
づ
く
り
か
ら
苗
の
購

入
ま
で
、
仔
細
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。
当
日
は
来
校
さ
れ

た
三
名
の
方
に
植
え
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
土
い
じ
り
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち

は
大
満
足
で
し
た
。
芋
が
ち
ゃ
ん
と
生
長

す
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
十
一
月
に

は
、
地
域
の
方
も
驚
く
よ
う
な
大
き
な
芋

が
沢
山
収
穫
で
き
、
児
童
も
歓
喜
の
声
を

あ
げ
ま
し
た
。
昨
年
も
同
じ
地
域
の
方
々

と
交
流
し
た
の
で
、
互
い
に
顔
な
じ
み
に

な
り
、
名
前
を
憶
え
、
交
流
後
も
学
校
外

で
声
を
掛
け
合
う
関
係
と
な
り
ま
し
た
。

全
校
で
そ
の
後
焼
き
芋
集
会
を
開
く
こ
と

が
で
き
た
の
も
大
き
な
成
果
で
す
。 

 

ま
た
、
中
学
部
生
徒
は
、
鰍
沢
奉
仕
活

動
の
会
か
ら
六
名
ご
来
校
い
た
だ
き
、

チ
ー
ム
を
組
ん
で
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
ッ

チ
ャ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
奉
仕
の
会
の
方

は
全
員
ボ
ッ
チ
ャ
未
経
験
で
し
た
が
、
一

緒
に
や
り
な
が
ら
す
ぐ
に
コ
ツ
を
掴
み
、

ハ
イ
ス
コ
ア
を
競
う
白
熱
し
た
試
合
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
に
優
し
く
声
掛
け

し
て
い
た
だ
き
、
チ
ー
ム
内
で
応
援
し
あ

う
な
ど
楽
し
い
交
流
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
年
齢
差
や
体
力

差
が
あ
っ
て
も
夢
中

に

な

れ

る

パ

ラ

ス

ポ
ー
ツ
の
良
さ
を
知

る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
後
日
手
縫
い
の

雑
巾
も
沢
山
い
た
だ

き
、
毎
日
の
清
掃
活

動
に
使
用
し
て
い
ま

す
。 

 

 

地
域
の
方
々
が
好
意
的
で
、
散
歩
時
の

声
掛
け
な
ど
い
つ
も
温
か
い
目
配
り
を
感

じ
る
教
育
環
境
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。  



 

 

峡南教育事務所・峡南地域教育情報誌                                               第１８４号 ２０２３年２・３月  4  

 

前
号
の
「
か
け
は
し
」
で
、
「
異
校
種

連
携
・
子
育
て
学
習
会
」
の
ご
感
想
を
紹

介
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
会
で

も
、
多
く
の
方
か
ら
ご
感
想
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
内
容
か
ら
は
、
地
域
・
関

係
機
関
の
連
携
、
課
題
の
共
有
の
大
切
さ

等
、
峡
南
地
推
協
の
取
り
組
み
に
理
解
を

示
す
ご
意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

 

紙
面
の
関
係
で
紹
介
が
遅
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
「
人
権
講
演
会
」
「
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ご
感
想
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

な
お
、
各
学
習
会
の
ご
感
想
等
は
、
講

師
の
先
生
方
に
も
、
全
て
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
来
年
度
の
学
習
会
に
お
い
て

も
、
多
数
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

・
学
校
現
場
に
お
い
て
も
、
「
寄
り
添 

う
」
こ
と
の
大
切
さ
が
繰
り
返
し
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
日
の
講
演
を

伺

っ

て
、
ヤ

ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
へ
の
対
応

と

し

て

も
、
必

要
な
こ
と
だ
と

改
め
て
感
じ
ま

し

た
。
子

ど

も

の
成
長
に
関
わ

 

る
仕
事
を
す
る
者
と
し
て
、
「
信
頼
さ

れ
る
大
人
」
と
な
り
得
て
い
る
か
、
常

に
自
分
に
問
い
か
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

・
演
題
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
と
ど
ま
ら 

 

ず
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
成
長
軸
に
沿
っ
た
支
援

を
関
係
各
所
と
連
携
し
て
行
う
事
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
。
学
校
で
は
児
童

生
徒
へ
の
働
き
か
け
は
で
き
る
が
、
親

や
家
庭
へ
の
働
き
か
け
は
難
し
い
。
行

政
、
民
間
問
わ
ず
、
ど

の
よ
う
な
支
援
体
制
が

あ
る
の
か
を
、
事
前
に

整
理
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。 

・
休
み
が
ち
で
あ
る
、
宿

題
を
い
つ
も
忘
れ
て
く
る
、
服
装
が
い

つ
も
同
じ
で
あ
る
等
、
課
題
を
抱
え
た

子
ど
も
を
見
る
と
、
つ
い
「
あ
そ
こ
の

家
庭
は･

･
･

」
と
親
の
子
育
て
能
力
の

批
判
を
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
本
当

は
そ
の
裏
に
隠
さ
れ
て
い
る
別
の
課
題

が
あ
る
の
か
も
と
思
い
つ
つ
、
な
か
な

か
家
庭
の
中
ま
で
踏
み
込
め
な
い
も
ど

か
し
さ
も
あ
り
ま
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
問
題
を
遠
い
こ
と
と
思
わ
ず
、
近

く
の
こ
と
と
と
ら
え
、
子
ど
も
達
の
成

長
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

・
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
に
と
っ
て
、
な

か
な
か
本
音
が
話
し
づ
ら
い
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
子
ど
も

達
が
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
る
よ
う
な
声
か

け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
な
ぜ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な

の
か
が
わ
か
り
ま
し

た
。
現
実
問
題
と
し

て
人
類
は
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
を
自
覚
し
ま
し

た
。
良
い
講
演
を
聴

く
こ
と
が
で
き
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

・
持
続
可
能
な
社
会

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
は
、
全
世
界
の

共
通
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
推
進

の
た
め
に
教
育
が
担
う
役
割
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
教
育

関
係
者
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
は
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。 

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
言
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
日
の
話
を
聞
い

て
私
達
に
出
来
る
こ
と
を
少
し
で
も
し

な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

保
育
園
児
は
、
ま
だ
小
さ
い
の
で
難
し

い
と
思
う
の
で
は
な
く
、
園
児
に
も
出

来
る
こ
と
が
あ
る
。
私
達
が
考
え
方
を

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
他
の
職
員
に
も
研
修
報
告

を
し
て
み
ん
な
で
考
え
る
機
会
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
か

ら
、
自
分
た
ち
に
身
近
な
も
の
だ
と
い

う
実
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
部
分
が
良

 

か
っ
た
で
す
。
（
自
分
の
意
見
を
話
し

た
り
、
チ
ャ
ッ
ト
で
他
の
グ
ル
ー
プ
の

意
見
を
見
ら
れ
る
の
も
良

か
っ
た
で
す
。
） 

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
、

根
本
的
な
こ
と
や
現
在
の

状
況
な
ど
は
よ
く
わ
か
っ

て
い
な
か
っ
た
し
、
関
心
は
あ
る
け

ど
、
何
か
ら
始
め
て
い
い
の
か
、
学
校

で
は
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
く
の
が

い
い
の
か
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。
短
い
時

間
で
、
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
も
の

だ
け
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
か

始
め
て
見
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

た
。 

人
権
講
演
会
・
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
 
 

学
習
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

 

一
年
間
の
ご
愛
読
、
取
材
へ
の
ご

協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

峡
南
地
域
情
報
誌
と
し
て
、
皆
様

の
活
動
の
紹
介
や
、
地
域
連
携
の
一

助
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
発
行
し
て

参
り
ま
し
た
。 

 

峡
南
地
域
に
は
、
地
域
教
育
を
支

え
る
多
く
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
取
材
を
通
し
て
、
沢
山
の
方
と

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
私
達
に
と
っ
て
大
き
な
宝
と
な

り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
地
域
教
育
推
進
に
向
け

て
、
微
力
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。 

 

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 


